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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答弁者

①地域消費喚起・生活支援型のプレミアム商品券発行事業、多子世帯、後期高齢者生活支援事業に係る事業

   効果についての所見を伺う。

②高速インターネットスタート拡大事業の各旧町加入状況と今後への対応について

③各種、本交付金事業の活用により、本市における目的達成度について市長の見解を伺う。

２．「森の京都」事業について

府において進められている～「森の京都ＹＥＡＲ」を全国発信～として「森の京都博」事業、全国育樹祭開催事業等

を通した、今後につながる取り組みに対する市としての考えを伺う。

①　職員の資質向上のための取り組みの現状を伺う。

②　人事評価制度の取り組みと内容について

③　府の「京力グランプリ」制度について

春日神社線拡幅工事の延期について

工事期間の延期があった場合には、報告・連絡・相談が必要であると思うが。(地域に対して、延期の原因や内容

を伝える事)

八木駅舎の改修について ＣＬＴを活用した、木造の駅舎の実現に向けた取り組みは。

八木駅西土地区画整理事業について コンパクトなまちづくりや安全・安心のまちづくりをどの様に取り組んでいくのか。

商店街中心市街地の活性化について 園部の軽トラ市の今後の活用についての考えはあるのか。

この事業の取組や活用を商店街の方々は認識しているのか。

この事業をもっと具体的に紹介する事が出来ないのか。

水道の受益者負担（本管からの引込工事費）が場合によっては多く発生する。一般的な負担以上がかかる場合に

おいて、たとえ受益者負担といえども「住んでみたいまち、住んで良かったと実感できるまち」の実現を定住促進の

観点から、一定負担軽減が図れる施策の考えを市長に伺う。

前面道路にインフラ整備された固定資産と整備されていない固定資産の評価、いわゆる固定資産税及び都市計

画税の査定に理解が得られない事に対しての市長の考えを伺う。

都市計画法に基づいて決定された事業として計画の美園栄町線や栄小山東町線（廃止）に至っては、本町平成

台線がその代替路線として機能していると言われているが、地域住民にとっては十分な道路としては成されてい

ない。町づくりの中で重要な安全で快適な道路事業が南丹市になってから推進出来ていない様に感じている。旧

町より引き継がれ、１０年が経過した現在も完成に至っていない。その理由は。市長に伺う。

都市計画道路、上本町（変更）交差点改良と関連して、京都府による園部川下流域より順次河川工事が進められ

ている中で、国土交通省所管である園部大橋架け替えについて、 大橋下流の井堰撤去は橋の架け替えと密接し

た関わりが有ると考えられる。南丹市として当該地域に対して取り組んでこられた事、その事により上流横田地域

の園部川氾濫や河原町地域の内水の排水対策も含め解消できるのではないか。本市としての交差点改良と橋の

架け替えにあたる地元説明と地元協力を市長に伺う。

八木環状線について、八木駅西側の道路は、現在主に南丹病院への道路で有り、今日に至って都市計画街路事

業で一定区間道路として役割を果たしているが、特に八木地内における道路網は行き止まりで有り、改良未施工

区間が多くみられる。都市計画道路として早期に完成し、つながる事が市民にとって初めて走りやすい道路として

成り立ち、本市の掲げる定住促進や利便性に結びつく事と思われる。八木駅西土地区画整理事業と関連すると

思うが、その後の計画と何年に完成予定かを市長に伺う。

①全国的に観光施策が繰り広げられている。本市としてどのように認識し進めようとしているのか。

②観光客誘致の取り組みはどのようにして推進するのか。

③「日本版ＤＭＯ」をどのように取り組むのか。

①小学校再編で４月から美山小学校が開校される。開校に向けての準備状況を伺う。

②ＰＴＡ等多くの要望が出されていたが、それに対する実施状況は。

③通学バス（スクールバス）の取り組みは。

①いよいよ１８歳から選挙に参加できる。市長としてどのように考えているか。

②期日前投票の在り方について伺う。

①障がい者雇用について本市の状況を伺う。

②障がい者雇用に対する企業支援及び雇用の安定について。

１８歳選挙権に対する取り組みについて

市  　　長

担当部長

福祉行政 障がい者雇用について

教育 美山中学校ブロックの再編について

行政推進

無所属クラブ

　前田　義明

　（一問一答）

質問予定日

　3月2日　午後

市 　　長

都市計画 都市計画街路事業の進捗について

公明党

　

　木戸　德吉

　（一問一答）

質問予定日

　3月2日　午後

地域振興 観光施策を進める姿勢について

公共サービスと

税の負担

受益者負担（水道）と固定資産税（都市計画税含む）に

ついて

みらい南丹

　廣瀨　孝人

　（一問一答）

質問予定日

　3月2日　午前

市　　　長

担当部長

農林商工

南丹市誇りと絆の賑わい商店街づくり事業交付金の活

用について

平成２８年第１回南丹市議会３月定例会一般質問通告文書表

（個人質問）

質問要旨

丹政会

　谷尻　宣雄

　（一問一答）

質問予定日

　3月2日　午前

まちづくり

１．地域住民生活等緊急支援交付金事業効果について

市　  　長

担当部長

行政 職員の資質向上について

市     長

教 育 長

市　    長

都市計画



№2

昨年国からバイオマス産業都市に指定されたが、今後それを活かし、どのような事業を展開されるのか伺う。

八木バイオセンター以外ではどのような施策を考えられているのか伺う。　

以前から横田のバス停の危険性を訴えてきた。しかしその対策は現在もまったく示されない。どのように認識され

ているのか市長、教育長に伺う。

今後子どもたちの安全、安心はどのように守り、担保されるのか考えを伺う。

交通 ぐるりんバスについて

園部駅西口発の市街循環線は京都からの電車到着を受けて出発するようになっているが、電車到着からバスの

出発までの時間が４分～５分間しかない。「ホームを歩き、エレベータで上り、改札を抜け、通路を歩き、エレベータ

で下り、バス停まで歩く。いつもバスを見送りながらしかたなくタクシーに乗ることになる。」といった苦情を聞いてい

る。この距離は高齢者にとっては５分では歩けず、時間調整が求められているが伺う。

市　　　長

担当部長

１．地域に依拠したとりくみにしていくための対応が重要と思うがどうか。

２．空き家調査の結果と対策はどうか。

３．就農者の経営安定のため、価格補償対策、ブランド産品の思い切った生産振興対策が緊急の課題と思うが。

４．住宅改修助成制度の創設や６次産業化で仕事起こしが必要と思うが見解を問う。

５．生産年齢人口を増加していくために、子育て支援策の更なる充実が必要と思うがどうか。

１．「地区計画」策定の現状と見通しはどうか。

２．運営組織への補助制度の期間をどう考えているか。

小学校の通学体制について

園部小学校区の熊崎、新堂など北部地域の通学体制について、来年度から改善できるか。

教 育 長

総務関係 安全保障法の見解

安全保障関連法（戦争法）は、解釈により憲法の平和主義を根本的に転換するもので、廃止すべきと考えるが市長の見

解はどうか。

市　　　長

①アンケート調査のねらいと実施状況並びに調査結果の概要

②「園部地域の調査をしたい」（２６年１２月議会での市長答弁）とのことであったが、このアンケート調査で十分なのか。

今後の公共交通の在り方について ①市民の公共交通に対するニーズが多様化する中で、持続可能な公共交通として、どのような考え方で対応していくのか。

園部地域におけるバス等の交通の充実について ①園部地域における高齢者などの移動制約者の交通の確保に、どのように取り組んでいくのか。

①現状、徒歩通学としているが、現場の状況を踏まえての安全に対する認識は。

②児童の通学の安全確保の責任は誰にあるのか。

③通学における過度な保護者負担に対する見解は。

④小学校再編整備計画で定める「通学の方法」に固守する理由は。

川辺地区からの「園部市街地までの中高生自転車通学防犯灯の設置」を求める請願が出され、議会で「趣旨採択」された。

①市長部局、教育委員会として、その後、どのような対応をしたのか。

②防犯面も含めた通学の安全対策における教育委員会の役割は。

③要望の実現には、現行制度の枠を超える検討が必要と考えるが。

地方創生と定住促進について

教育関係

統廃合による跡施設の活用

市　   長

教 育 長

平成２８年第１回南丹市議会３月定例会一般質問通告文書表

（個人質問）

無所属クラブ

　山下　秋則

　（一問一答）

質問予定日

　3月3日　午前

公共交通政策

市      長

担当部長

日本共産党南丹

市議会議員団

　野村　　健

　（一問一答）

質問予定日

　3月3日　午前

地方創生

丹政会

　大町　　功

　（一問一答）

質問予定日

　3月2日　午後

環境 バイオマス産業都市について

市　　　長

担当部長

横田バス停について

市　　  長

教 育 長

担当部長

市   　長

中学校通学

昨年実施された「路線バス交通に関するアンケート調査」につ

いて

園部北部（新堂・熊崎・瓜生野）の児童の通学対策について

通学の安全対策

川辺地区の中学生の自転車通学における安全対策について


